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論文 調 査 委員 教 授 早 石 修 教 授 島 本 嘩 朗 教 授 沼 正 作
論 文 内 容 の 要 旨
TryptophanPyrrolaseは, ヘムを含む二原子酸素添加酵素であり, 噂乳動物の肝臓, 昆虫, ある種の
バクテリアなどに広 く分布して トリプ トファンの完全分解,NADの生合成,色素形成などに関係する生理
的に重要な酵素である｡ この酵素は動物においては最初に発見された誘導酵素例であり, その活性および
組織内含量は トリプ トファンの投与副腎皮質ホルモン投与あるいはス トレスなど種々の要因により著 しく







500および635mFL, 還元型で432, 553および588mFL である.
(2) 本酵素の活性型は還元型 (2価銃型) であり, 酸化型 (3価鉄型) は触媒活性を示さない｡
(3) 反応中のヘム鉄の挙動を追究すると, 酸化型でも還元型でもない新しい吸収が得られた｡ この吸収
は反応により酸素が消費されつ くすと直ちにもとの還元型にもどり, 再び酸素を与えるとまた出現する｡




欠であり, 他の知見とあわせ考えるとこの複合体は トリプ トファン･酸素 ･酵素よりなる三者複合体であ
る｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨





装置および rapidscan分光光度計などの新しい装置を用いて反応定常状態における酵素の吸 収 を観 察
し, 極大吸収を418, 545,580mFL にもつ新しいスペクトルを兄いだした｡ このスペクトルはじゅうらい
知られているヘモグロビン, ミオグロビンなどのいわゆる酸素化型のそれときわめて類似し, また トリプ
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